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１．はじめに

１９６９（昭和４４）年にナウマンゾウ化石が発見された北海

道忠類村（現，幕別町）では，その発掘調査に伴って，周辺

地域を含めた地質調査が行われた（十勝団体研究会，１９７１

など）．これらの調査は，ナウマンゾウが生息していた時代

や堆積環境等の古環境を復原する上で重要な資料を提供して

いる．その後には，発掘調査当初から議論の分かれていた年

代（松井ほか，１９７８）についての再検討がある（赤松・奥

村，１９９６など）ものの，周辺環境についての議論はほとん

どない．このような当時の気候や周辺環境などの推定は，単

にナウマンゾウが生きていた時代の忠類周辺の環境復原を行

うのみならず，気候変動に伴って動植物がどのようにその分

布を変化させたのかを知る上で，またナウマンゾウがどのよ

うな環境に生息していたのかを詳しく知る上でも重要といえ

る．

忠類におけるナウマンゾウ化石が発掘された地点におい

て，その産出年代の再検討および周辺環境を明らかにする目

的で２００７年および２００８年に再調査が行われた．その調査で

は，化石産出層準より上位と下位層は産出地点北側の壁面に

おいて，また，発掘地点近くで，産出層を含めて下位層をト

レンチ調査によって堆積層を観察および記載を行った．本論

では，これら結果と，従来研究のデータから，本地域におけ

る堆積環境の復原およびその変化について検討を行った結果

を報告する．

２．層相記載

全体的に，ほぼ礫を含む砂層ないし，礫層であるが，本地

点対象層準の下部に有機質泥層，上部にローム層が発達す

る．これらの層相から本論では，大きくは，有機質泥層が卓

越する下部層（－１０．５mより下位；崖のトップを０cmと

した時の深さ，以下同様），中部層（－５．１m～－３．９m），

上部層（－３．９mより上位）に区分し，さらに中部層は礫

層の卓越層（－５．１m～－８．３m）とその上位の泥層の卓越

層（－５．１m～－３．９m）に，上部層は礫層および砂層の卓

越層（－３．９m～－２m付近）とその上位のロームおよび黒

色土壌層（－２m付近より上位）に細分した．以下，下位

層よりその層相について詳しく述べる．なお，本調査地にお

ける柱状図を第６―１図に示す．

６．忠類ナウマンゾウ発掘地点の堆積環境とその変化
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第６―１図 調査地点の柱状図．
矢印は古流向を示す．
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